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けけん

運営委員会
平成29年6月26日（月）、のだネットの運営委員会を行政の方、社会福祉協議会、障害者団体の方、

特別支援学校、民生委員の方々にお集まりいただき開催しました。

中核地域生活支援センター・のだネットと野田圏域障害者グループホーム等支援事業の事業報告

と事業計画、中核地域生活支援センターの要綱の改正について説明させて頂きました。

お集まりの皆様からも現状について報告していただき、日頃の活動内容を共有する貴重な時間と

なりました。のだネットとしては制度の隙間にある方や複合的な方々を対象に支援していきますが、

そのためにもネットワークの強化が必要となります。関係機関の皆様に御協力をお願いしました。

千葉県主催の意見交換会
1 0月1 2日（木）に野田市の介護保険課、高齢者支援課、障がい者支援課、生活支援課、

野田健康福祉センター、千葉県健康福祉指導課、のだネットで「地域中核地域生活支援

センター事業及び市町村における包括的相談支援体制に係る意見交換会」を開催。

市町村との意見交換会は平成2 2年度から今回で7回目となります。今年は「厚生労働

省の地域共生社会に向けた地域づくりの強化」について意見交換しました。「地域共生社

会」とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民

や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて

『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社

会で、実現に向けて介護保険法・社会福祉法の改正や報酬の改正も予定されています。

中核地域生活支援センターの定例会議にて「市町村の包括的支援体制の構築に向け

た課題と対応策」について協議を重ねたものをお示しして市町村の総合的な支援体制を

どう考えていくかを意見交換の場で協議しました。

今のところ具体的な動きはありませんが、今後会議などいろいろな場面で協議していき

ます。

（記：五十嵐）

発達障がい者サポーター研修会
毎年恒例となっている発達障がい者サポーター研修会を7月13日（木）に開催しました。５２名の参

加がありました。千葉県発達障害者支援センター副センター長の田熊 立氏に「発達障がいの理解と

支援」というテーマで講演していただきました。野田市内に放課後ディサービス等が増えて、新たな支

援者のためにもと基礎的な内容でご講演頂きました。今後、内容をどのようなものにしていくか…皆様

からのご意見をお待ちしています。 （記：五十嵐）

（記：五十嵐）



（記：五十嵐）

野田市自立支援・障がい者差別解消支援地域協議会 各部会報告

「ナンプレ」の解き方

【子ども部会】

９月６日(水)に開催。部会長の「こだま学園」施設長・小林氏の議事進行により行政説明がありました。

3年後の見直しとなる障害者総合支援法について（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律及び児童福祉法の一部を改正する法律）予定されている「サービスの創設や支援対

象の拡大」は大変期待されています。

◆居宅訪問により児童発達支援を提供するサービスの創設

重度の障害等の状態にある障がい児であって、障害児通所支援を利用するために外出が著しく困

難な障がい児が対象となるサービス。

◆保育所等訪問支援の支援対象の拡大

訪問支援員が訪問先施設で障がい児に対する直接支援や訪問先施設のスタッフに対する技術的指

導などの間接支援を行うサービス。

【権利擁護部会】

9月14日（木）に開催。部会の中で検討をしてきました「差別解消法のパンフレット」が完成しました。

公民館等に配布されていますのでご覧ください。また、市報には、今年の7月1日号から1日号に合理

的配慮等の記事を載せています。7月は「点字ブロックの上に物を置いたり駐輪などはやめましょう」8

月は「音が聞こえないことを伝える標識やマークを知ろう」9月は「補聴器などの聞こえを支援する磁気

ループのご利用を」10月は「知っていますか『ヘルプマーク』」という内容です。

【就労支援部会】

9月14日（木）に開催。部会長「障害者就労・生活支援センターはーとふる」の柄澤センター長の議事進

行で行政より「障害者総合支援法改正について」、「就労定着支援の創設について」の説明がありまし

た。

◆障害者総合支援法の改正

趣旨は「障害者が自ら望む地域生活を営むことができるよう、『生活』と『就労』に対する支援の一層の

充実や高齢障害者による介護保険サービスの円滑な利用を促進するための見直しを行うとともに、障

害児支援のニーズの多様化にきめ細かく対応するための支援の拡充を図るほか、サービスの質の確

保・向上を図るための環境整備を行う」とあります。

◆就労定着支援

「就労に伴う生活面の課題に対応できるよう、事業所・家族との連絡調整等の支援を一定の期間にわ

たり行うサービスを新設する。(就労定着支援)」対象者は「就労移行支援等の利用を経て一般就労へ

移行した障害者で、就労に伴う環境変化により生活面の課題(遅刻・欠勤、身だしなみの乱れ、薬飲み

忘れ等)が生じている者」とあり、就労定着支援事業所受託法人の活動に中核センターとして連携して

参ります。

【相談支援部会】

9月26日(火）に開催。精神障害者地域移行・地域定着支援事業について、毎年開催している「心の

作品展」を精神障がいをお持ちの方と地域の方との交流が図れるものにしたいという意見で一致しま

した。また、行政より「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福

祉法の一部を改正する法律の施行に伴う検討事項のについて」説明がありました。地域生活を支援

する新たなサービスとして「自立生活援助」が創設されます。障害者支援施設やグループホーム等を

利用していた障がい者で一人暮らしを希望する方に一定の期間、定期的に訪問し、状況を確認し必要

な助言や医療機関との連絡調整を行ないます。定期的な訪問の他に相談・要請があった際は訪問・

電話・メール等による随時の対応も行います。平成30年の実施に向けて内容を検討中ではありますが、

趣味の部屋
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障がいの種別は問わず、ふらっと遊びに来れる場を企画しています♪

【最近の活動】

□7月2日（日） ぬり絵 野田市中央公民館 クラブ室 参加者6名

自律神経を安定させるというぬり絵を行ないました。

□8月6日（日） ゲーム大会 野田市中央公民館 会議室 参加者12名

エアホッケー、魚釣りゲーム、黒ひげ危機一髪、オセロなどを行ないました。ホッケーと魚

釣りはトーナメント性にしたのですが、両方の優勝者が同じ方になり、一同びっくりでした。

□9月3日（日） 茶話会 野田市中央公民館 調理実習室 参加費100円 参加者7名

それぞれ今気になっていることなど話をし、情報交換しました。

□10月1日（日） 調理 野田市中央公民館 調理実習室 参加費100円 参加者 7名

スイートポテトと大学いもをつくりました。スイートポテトはサツマイモをレンジでチンしてバターと

牛乳を混ぜたものをフライパンで焼くだけ、大学いももフライパンで焼いてはちみつをかけただけの

簡単なものでしたが、おいしく出来上がり、会話も弾みました。

【今後の予定】 （開始は13:00～）

11月12日（日） 絵手紙

野田市総合福祉会館 第2会議室 参加費無料

12月3日（日） クリスマス会

野田市中央公民館 調理実習室 参加費300円

平成30年

1月7日（日） 新年会 野田市中央公民館 調理実習室 参加費100円

2月4日（日） 外食 11時半に川間駅集合 ランチ代実費 ※要申込み

（問い合わせはのだネットまで）

ゆったりカフェのお知らせ

お知らせ

「ナンプレ」の解き方

【ルール】

①どの縦1列にも1～9の数字が1個ずつ入る

②どの横1列にも1～9の数字が1個ずつ入る

③区切られた3×3のどのブロックにも1～9の数字が1個ずつ入る

定期的に訪問している

方で、ナンプレがお好き

だということでご紹介する

ことにしました。

例題に是非チャレンジ

して下さい！

脳トレになりますよ♪

趣味の部屋

自分の趣味も紹介したい！と

いう方！

是非のだネットまでご連絡下

さい♪



□ 市民ふれあいハート」まつり
日 時： 11月18 日（土）１０：００～１４：００

会 場： 野田市中央公民館/野田市総合福祉会館/野田市中央公民館前の時計の広場

内 容： 小中学生ポスター展示、ボランティア活動展示、様々な実演・展示・発表・販売

主 催： 市民ふれあいハートまつり実行委員会

事務局：野田市社会福祉協議会 TEL:04-7124-3939/FAX:04-7124-8883

□ 福祉のまちフェスティバル

日 時： 11月18日（土）１０：００～１４：００

会 場： 野田市文化会館 ロビー

内 容：

◆展示コーナー

・福祉のまちづくりパトロール写真・障がい者団体活動紹介パネル

◆体験コーナー

・手話、手話コーラス・パソコン要約筆記デモンストレーション・点字体験・車いす体験

◆ちょっと一息

・ふれあい喫茶「つくしんぼ」・手作り品の販売

＜お問い合わせ先＞ 野田市福祉のまちづくり運動推進協議会事務局

市役所：生活支援課 TEL:04-7125-1111内線2116/FAX04-7123-1095

□ 千葉県人権ユニバーサル事業

講演会「障害者スポーツのトップアスリートを迎えて

～パラリンピックと人権～」
日 時： 平成30年1月23日（火）１８：００～２０：００

会 場： 千葉県福祉ふれあいプラザ2階 ふれあいホール （我孫子市本町3－1－2）

定 員： 550人（先着順）

内 容： 講師 斎田 悟司 氏

（障害者テニスプレイヤー日本代表選手、アテネパラリンピック金メダリスト）

＜申込み先＞ ＮＰＯ法人人権ネットワークPEaCE21事務局へ

①氏名②年齢③職業④連絡先を、電話またはＦＡＸで、お申込み下さい

（締切：平成30年1月19日）

TEL:04-7166-2625/FAX:04-7165-0723

編集後記

中核地域生活支援センターでは昨年度から交換研修を開始しました。今回私は市川市の「が

じゅまる」へ研修に行かせて頂き、地域にある社会資源の見学等をさせていただきました。

他圏域センターの職員も2名のだネットに研修に来られて、取り組んでいる内容など情報交

換ができて、貴重な機会となりました。市内の事業所でも交換研修ができると刺激になるので

はないかと感じます。

お知らせ

（記：五十嵐）


